
 

奄美大島の信仰 

 

奄美大島は先史古代から日本本土と文化的に繋がりを持っていたものの、琉球文化から深く影響

を受け、島の信仰や行事は今でもそれらの伝統を反映しています。 

 

琉球の信仰は、祖先崇拝を根底とし、日本土着の宗教である神道のように古代のアニミズム的なル

ーツを持っていました。この信仰における女性の霊的な優位性は、おそらく、琉球の創世神話がアマミ

キヨという女神を中心に位置づけていたことによるものです。古くから、女性は家庭内で信仰の中心

的な役割を果たしていただけでなく、集落における信仰の指導者でもありました。 

 

信仰と歴史 

琉球王国の最盛期、特に尚真王（1477-1526）の時代には、行政官たちは「ノロ」と呼ばれる

各集落の宗教儀式を執り行った女性祭司を介して統治を行っていました。薩摩藩は 1609年に奄

美大島を実効支配した後、この島に禅仏教を導入しましたが、仏教は概ね薩摩の役人の間で信仰

されるにとどまりました。仏教は島民の生活にはほとんど浸透せず、この時代に造られた仏教寺院は

全く残っていません。明治時代（1868ー1912）の日本政府による神道の推進と並び、仏教の浄

土宗とカトリックの宣教師も布教を進めました。これらのより新しい宗教は一定の広まりを見せたもの

の、琉球の信仰にもとづく文化への深い敬意は今も健在です。島にはもうノロはいませんが、古い儀

式の多くは祭りなどの行事の一環として残っており、島内の各所にある霊場は今なお多大な畏敬の

念を持って大切に扱われています。  

 


